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カエル， ヒヨコ，ラット，及びモルモットを麻酔下に生理食塩水および Zamboni 液にて潅流固定の後，眼球摘出










が少数認められた)，内頼粒層内層の多数の中，小型細胞と少数の大型細胞(これらの突起は，内網状層第1， 2 , 





































3) 中間型網膜では， 1) と 2) との混合である局在を示す
パルブアルブミン様物質は，
錐体優位，拝体優位いずれの網膜においても，その主要神経伝達路には局在せず，修飾にあたる細胞群のみに局在
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する
ことが明らかになった。以上，カルビンデ、ィンは主として主要光伝達経路に，パルプ、アルブミンはその修飾に関与す
る成分に発現することを明らかにした。これらの知見は，網膜内の神経伝達におけるカルシウムイオンの関与する系
を解析する上で有用であり，学位に値すると思われる。
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